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令和４年度版

家族みんなでお家で読書
第１日曜日（家庭の日）と第３日曜日（青少年をはぐくむ日）を
家読デーとして、　家族そろって読書をしましょう。　
読書をきっかけに、家族のコミュニケーションを豊かに！！
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「こどもにすすめたい本2022」より
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あかいてぶくろ

お月さんのシャーベット

おひさまわらった

きょうものはらで

たべたのだーれだ ?

とっています
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わたしのかみがた

たいそうするよ
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出版社

小峰書店

ブロンズ新社

好学社

 福音館書店

世界文化社

 福音館書店

ブロンズ新社

光村教育図書

福音館書店

作／絵／訳

林木林／文　岡田千晶／絵

ペク・ヒナ／作　長谷川義史／訳

きくちちき／作

エズラ・ジャック・キーツ／え　石津ちひろ／訳

たむらしげる／さく

市原淳／作

大竹英洋／文・写真

樋勝朋巳／作

高畠純／作・装丁

彦坂有紀／さく　もりといずみ／さく

JULA出版局
(フレーベル館/発売 )

１．家族で話し合って「うちどくの日」を決めよう。
２．我が家の家読スタイルを話し合って決めよう。
３．家族で話し合って読む本を決めよう。
４．ノーテレビ・ノーゲームで家読をしよう。
５．年齢に合ったスキンシップをとりながら家読をしよう。
６．我が家の家読の記録を残そう。
７．家族の読書体験を語ろう。
８．家庭文庫を作ろう。
９．図書館に行こうデーをつくろう。
10．家読の輪を広げよう。

「うちどく」のやり方に特に決まりはありません。
基本は、“読んだ本について家族で話す” というこ
とだけです。それぞれの家庭の事情にあわせて、習
慣的に本をめぐる会話を楽しむことを目的としてい
ます。同じ本を読めば会話がいっそう盛り上がりま
す。ご家庭での「うちどく」のすすめ方として参考
にしてください。 うちどく .comより
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